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ク

ス

の
絶
艶
地
代
に
就
て

( 

ー
) 

入

木

芳

之

助

上
遁
せ
る
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
農
産
物
の
債
値
は
生
産
債
格
以
上
に
立
ち
得
る
も
の
で
あ

h
、

農
業
徐
剃
贋
値
は
平
均
利
潤
よ
ち
も
大
な
り
得
る
司
、
ピ
が
明
ら
か
で
あ
る
o

但
L
此
の
二
百
は
農
業
生
産
力
の
歴

史
的
後
遠
の
四
何
度
如
何
に
懸
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
生
産
債
格
ご
煩
佐
古
の
差
額
白
飽
が
ら
し
て
、
白
か
ら
絶

封
地
代
は
畿
生
し
得
る
で
ゐ
ら
う
か
。
否
決

L
て
左
様
で
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
マ
作
ク
ー
の
い
ふ
如
(
、
農
産

物
の
優
位
が
生
東
債
格
を
越
ゆ
る
芭
云
ふ
事
賓
の
み
よ
b
し
て
は
、
各
稽
の
土
地
の
沃
度
の
相
違
に
も
、
熔
叉
同

一
の
・
土
地
に
投
壱
ら
る
、
順
次
的
諸
投
資
の
生
産
カ
の
相
違
に
も
基
〈
-
》
ご
な
き
地
代
、
即
ち
差
益
地
代
三
概
念

上
高
別
す
べ
き
絶
封
地
代
の
存
在
を
詮
明
す
る
に
は
決

L
て
充
分
で
は
な
い
。

7

Y

ク
ス
は
之
が
理
由

Z
L
て
主

張
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
多
数
の
工
業
生
産
物
も
、
其
の
煩
備
が
生
産
債
格
を
越
ゆ
る
ぜ
い
ふ
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る

が
、
ぞ
れ

rか
ら
ご
い
切
っ
て
、
卒
均
利
潤
を
越
ゆ
る
地
代
に
轄
化
す
べ
き
傍
剰
刺
潤
を
生
中
る
こ
正
に
は
な
ら
な

い
。
否
反
掛
に
生
産
償
格
ご
生
産
債
格
に
合
有
せ
ら
る
る
一
般
刺
潤
率
正
が
存
在
す
る
-
」
ご
は
、
寧
ろ
各
佃
の
商

口
聞
が
、
北
(
田
明
侃
通
り
に
販
寅
せ
ら
れ
な
ヤ
正
一
五
ふ
事
買
に
基
〈
も
の
で
ゐ
る
。
生
産
債
秘
は
各
商
品
問
問
値

ω平
均

化
に
依
っ
て
後
生
す
る
。
此
平
均
が
起
る
の
は
、
各
械
の
生
産
部
商
に
消
費
せ
ら
れ
た
る
各
資
本
領
値
を
回
収
せ

説

苑

マ
ル
ク
ス
白
紹
劃
地
伐
に
就
て

第
二
十
巻

(
弟
大
統

九
九
)

C 
山



詑

苑

(
第
六
統
一

O
O
)
一
O
凹

マ
ル
ク
ス
白
絶
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

る
後
、
総
徐
剰
煩
値
は
、
そ
れ
が
各
生
産
部
面
に
於
て
産
出
せ
ら
れ
従
て
各
生
産
部
面
の
生
産
物
に
合
ま
れ
る
割

合
川
感
じ
て
で
は
な
〈
、
同
制
干
ろ
各
生
岸
部
面
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
額
に
臨
時
じ
て
分
配
せ
ら
る
、
か
ら
で
あ

m
 

る
υ

的
も
賃
際
に
於

τは
世
舎
の
総
資
本
中
仁
於
け
る
各
部
分
は
、
其
の
大
小
に
比
例
し
て
総
品
開
剰
贋
値
の
分
配

に
奉
加
す
る
の
で
あ
る
。
各
資
本
は
此
の
総
資
本
に
謝
し
て
株
主
E
若
倣
き
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
新
〈
て
第
一

に
利
潤
率
は
各
株
主
に
劃
し
て
同
一
で
あ
り
、
的
も
等
量
の
資
本
は
同
一
大
き
の
利
潤
を
取
得

L
、
第
二
に
刺
潤

の
大
事
は
総
資
本
に
劃
す
る
、
各
資
本
家
が
所
有
す
る
株
敏
の
多
少
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
此
の
際
、
各
資
本
家

を
L
て
彼
の
商
品
を
生
産
債
格
を
以
て
販
責
せ
し
む
る
や
う
僚
儀
な
〈
せ
し
む
る
も
の
り
何
で
ゐ
る
か
。
此
の
生

産
価
慣
格
が
現
る
、
こ
ご
は
各
資
本
家
の
自
由
行
活
で
は
な
い
。
彼
は
寧
λ
商
品
を
贋
位
以
上
に
も
販
責
す
る
を
願

ふ
で
あ
ら
う
c

然
I
彼
に
は
平
均
利
潤
の
み
を
梨
へ
、
質
際
に
商
品
に
合
ま
る
、
よ
ち
も
、
よ
り
少
な
い
1

不
梯
抽
労

働
を
質
現
す
る
が
如
き
生
産
債
格
で
、
販
古
賀
せ
百
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
も
の
は
何
で
ゐ
る
か
。
そ
れ
は
競
守
に
よ

っ
て
行
は
る
、
他
の
資
本
家
の
強
制
で
あ
る
山
総
資
本
か
ら
費
生
す
る
徐
剰
横
備
の
分
配
に
於
て
、
競
守
に
よ
っ

て
此
山
卒
均
化
を
惹
起
せ
し
め
、
且
一
つ
此
の
卒
均
牝
に
罰
す
る
凡
て
の
障
壁
を
克
服
す
る
は
、
各
資
本
の
絶
え
ざ

る
傾
向
で
あ
る
。
此
の
際
前
提
せ
ら
晶
、
こ
古
は
、
例
へ
ば
一
生
産
部
商
に
於

τ、
商
品
の
慎
備
が
生
産
債
格
以

上
に
立
ち
、
却
も
ま
脱
出
僚
制
問
領
値
が
平
均
利
潤
以
上
に
立
つ
場
合
に
於
て
は
、
主
(
の
岡
田
仮
を
生
産
侵
格
ま
で
低
下

之
に
依
て
此
川
町
生
産
部
面
に
於
け
る
超
過
倹
動
槙
備
を
、
資
本
が
使
用
せ
ら
る
、
凡
て
の
生
産
部
面
間

せ
し
め
、

へ
分
配
せ

L
む
る
各
資
本
聞
の
競
争
を
妨
「
ぺ
主
将
壁
が
去
も
存
せ
な
い
か
、
或
は
抑
制
接
的
一
時
的
障
壁
が
存
す

る
に
過
ぎ
な
い
V

正
の
事
貫
之
で
あ
る
山
斯
く
し
て
各
生
産
部
面
に
於
り
る
産
出
依
剣
同
情
値
の
卒
均
化
に
於

τ、
耳
喧

M，'I(X， Da.s Kapit凡1JJ1
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Ma!:x， Tbeorien libcr den Mdiiwert II r. S. 187 
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も
障
壁
が
存
せ
な
い
l

ご
す
れ
ば
、
農
業
の
泡
剃
利
潤
は
一
中
均
利
潤
の
形
態
に
移
り
行
〈
で
あ
ら
う
。
従
て
差
盆
地

代
に
あ
ら

5
る
一
切
の
地
代
は
か
、
る
場
合
存
在
す
る
こ
ぜ
が
不
可
能
ご
な
る
で
あ
ら
う
o

然
る
に
今
若
し
其
の
反
掛
の
場
合
が
行
は
れ
、
資
本
が
会
〈
克
服
す
る
を
得
な
い
か
、
若
し
〈
ば
一
部
分
の
み

克
服
1
得
る
に
過
ぎ
な
い
外
部
の
権
力
に
資
本
が
遭
遇
す
る
な
ら
ば
、
か
、
る
生
産
部
面
に
於
て
は
、
商
品
の
生

康
問
恨
格
を
越
ゆ
る
岡
田
備
の
過
剰
に
よ
っ
て
、
地
代
に
轄
化

L
得
べ
き
、
若
し

f
ば
地
代
ざ
し
て
利
潤
じ
射
し
て
繍

立
し
得
べ
き
一
の
徐
剰
刺
潤
が
費
生
す
る
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
o

而
L
て
土
地
所
有
は
土
地
に
投
下
せ
ら
る
べ
き

資
本
に
謝
し
て
、
右
の
如
き
障
壁
ご
な
る
も
の
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
土
地
所
有
は
此
の
際
租
税
を
徴
放
す
る
こ

ど
な
〈
、
即
も
地
代
を
要
求
す
る
こ
ご
な
〈
し
で
は
、
従
来
耕
作
せ
ら
れ
や
、
又
は
賃
貸
せ
ら
れ
な
か
っ
た
土
地

に
費
し
何
等
新
な
る
投
資
を
も
許
さ
な
い
障
壁
ご
な
る
も
の
で
あ
る
凶
地
主
は
資
本
家
に
謂
ふ
で
あ
ら
う
。
波

等
が
搾
取
せ
る
剰
僚
債
儲
の
一
部
分
を
ば
真
に
吐
討
中
山
吉

L
h
u
る
や
う
波
等
を
強
制
す
る
手
段
は
、
会
(
余
に
は

在
せ
な
い
ー
の
で
ゐ
る
o

法
等
同
胞
資
本
家
が
潟
[
得
る
唯
一
の
こ
ど
は
、
余
ご
競
守
す
る
こ
三
で
は
な
〈
、
寧
ろ

放
等
相
互
に
競
年
を
な
す
こ
ど
で
ゐ
る
。
若
し
も
波
等
が
波
等
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
る
剰
徐
勢
働
ピ
、
資
本
の
法

則
に
従
て
淡
等
に
婦
層
す
べ
き
徐
剃
勢
働
の
分
前
の
差
額
よ
ち
も
少
な
い
徐
剰
刺
潤
を
余
仁
支
腕
ふ
な
ら
ば
、
波

等
の
同
胞
資
本
家
が
現
れ

τ、
彼
等
の
競
争
に
よ
っ

τ、
波
等
は
余
が
放
等
か
ら
搾
取
し
得
る
金
額
を
正
直
仁
支

那
ふ
ヨ
』
ご
を
強
要
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
帥

き
れ
ば
絶
封
地
代
の
本
質
は
次
の
事
質
に
存
す
る
。
却
も
稲
々
異
な
る
生
産
部
面
に
於
り
る
同
一
量
の
資
本

は
、
伶
剃
聞
闇
値
卒
等
し
く
、
即
も
労
働
搾
取
の
制
令
が
等
し
き
場
合
に
於
て
は
・
其
の
卒
均
組
成
が
異
な
る
に
膝

説

苑

第
二
十
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話

マ
ル
ク
ス
由
緒
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
腕
一

o-一
)
一
の
一
四
四

施

じ
て
異
作
ゆ
る
量
ゆ
倹
刺
岡
慣
値
を
産
出
す
る
。
工
業
に
於
て
は
、
此
の
異
な
る
量
の
徐
剰
横
値
は
卒
均
化
Lτ
卒
均

利
潤
に
蹄
L
、
枇
曾
資
本
の
構
成
部
分
ご
し
て
の
各
資
本
間
に
同
一
比
率
を
以
て
分
配
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
農
業
の
矯
め
で
も
、
原
料
抽
出
の
怨
め
で
も
、
兎
に
角
、
生
産
に
土
地
を
必
要
ご
す
る
に
至
る
や
否
や
、

土
地
所
有
は
土
地
に
投
下
せ
ら
る
、
資
本
に
相
到
し
て
、
か
、
る
卒
均
化
を
妨
げ
、
若
し
之
を
妨
げ
ゲ
れ
ば
一
般
的

利
潤
率
へ
の
卒
均
化
に
参
加
し
た
で
あ
ら
う
所
の
鈴
剃
贋
値
の
一
部
分
を
捕
捉
す
る
。
苫
れ
ば
地
代
は
商
品
の
債

値
の
一
部
分
、
一
見
に
明
確
に
一
五
へ
ば
、
徐
剃
贋
値
の
一
部
分
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
は
勢
働
者
か
ら
搾

取
せ
る
資
本
家
階
級
の
有
に
鯖
寸
る
代
り
に
、
寧
ろ
資
本
家
よ
り
搾
取
す
る
地
主
の
有
に
闘
す
る
も
の
に
外
な
ら

芦
品
、
。

ー
し以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
が
如
〈
、
農
産
物
の
生
産
債
格
を
越
ゆ
る
債
値
の
過
剰
、
削
も
平
均
利
潤
を
越
ゆ
る

農
業
の
超
過
徐
剰
贋
仕
閣
が
、
一
般
に
絶
費
地
代
を
後
生
せ
し
む
る
の
可
能
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
此
の

可
能
は
直
も
に
地
代
自
惜
を
寅
現
す
る
も
の
で
は
な
い
o

此
の
可
能
か
ら
地
代
を
賓
現
す
る
に
は
土
地
所
有
の
拘

束
が
必
要
で
ゐ
る
。
却
も
鍍
山
若
し
く
ば
土
地
の
生
産
物
に
謝
し
て
は
、
そ
の
生
産
問
団
格
を
越
ゆ
る
債
伎
の
超
過

が
支
梯
は
れ
、
斯
(
て
絶
劃
地
代
が
後
生
す
る
ご
い
ふ
e

}

ご
は
、
生
産
部
面
の
有
ら
ゆ
る
方
面
に
於
1
、
此
の
超
過

が
存
在
す
る
も
併
L
生
産
物
の
債
格
中
に
入
込
む
こ

Z
な
き
此
の
超
過
の
結
果
に
あ
ら
や
し
て
、
土
地
所
有
の
作

η
 

用
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
7

U

F

ク
ス
の
此
の
経
費
地
代
仁
関
す
る
見
解
は
、
農
産
物
の
濁
占
債
格
か
ら

地
代
が
費
生
す
る
さ
な
す
濁
占
地
代
論
Z
共
に
、
土
地
所
有
は
夫
白
か
ら
地
代
古
関
係
あ
る
ニ

Z
を
是
認
し
、
叉

彼
の
見
解
は
9
カ
ア
ド

t
共
に
差
盆
地
代
を
認
め
、
最
後
に
絶
封
地
代
じ
よ
っ
て
去
も
償
値
法
則
を
破
壊
せ

F
る

Ma.rx， Da.s Kapital III 2. S. 305 
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同

も
の
な
る
・
】
ご
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
。

• 

四

l"abelle A. 

上
越
の
絡
調
地
代
の
説
明
に
於
て
は
、
差
盆
地
代
は
会
〈
之
を
除
外
せ
る
所
で
あ
る
が
、
今
や
差
盆
地
代
の
存

在
は
絶
封
地
代
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
及
川
叫
す
や
に
就
て
少
し
〈
論
や
る
で
あ
ら
う
。
マ
戸
グ
ス
は
差
益
地
代

を
二
種
類
仁
匝
別
し
て
ゐ
る
。
却
も
第
一
形
態
の
差
盆
地
代
は
耕
作
せ
ら
る
、
各
輔
の
土
地
の
沃
度
の
差
異
か
ら

費
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
形
態
の
差
盆
地
代
は
同
一
一
地
仁
於
り
る
逐
次
的
投
下
資
本
聞
の
生
産
力
の
差
異
か

ら
凌
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
，q
 

絶
品
割
地
代
が
第
一
形
態
の
差
盆
地
代
ご
相
併
ん
で
如
何
に
殺
生
す
る
か
を
数
字
を
用
ゐ
て
示
せ
ば
次
の
如
〈
で

あ
る
o
A
1
俄
剰
償
倍
率
を
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
芭
し
、
各
資
本
は
一
ヶ
年
間
に
回
牧
せ
ら
る
、
ご
す
れ
ば
、
農
業
資

本
組
成
会
日
十
4
0〈

+
N
O
B
H
Z。
)
並
仁
枇
合
的
平
均
資
本
組
成
(
∞
o
n
+
N
Oぐ
+
E
E
H
=
o
)
仁
於
て
は
、
一
半
均
利

潤
率
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
ぜ
な
h
、
絡
調
地
代
は
一

O
た
る
で
あ
ら
う
。
夏
に
悲
に
ゴ
一
周
一
類
の
土
地
が
あ
り
、
夫

々
の
土
地
に
於
て
同
一
の
農
業
資
本
(
一

0
0
)
を
投
下
し
て
、
夫
?
六

O
、
六
五
及
び
七
五
噸
の
小
説
揮
を
産
出
す

羽

る
ご
し
、
小
凄
一
噸
の
市
場
債
値
を
二
時
間
ご
す
れ
ば
次
の
表
を
得
る
で
あ
ら
う
。

第

+肝1
~問書
。サ困 層思{時
針)醐d

主 主持召
挽

O 

o 
四
五

斗
庁
障
理
賞

(ま占
拠言吉
宮司

簡
単
荏
古
河

(
嘩
)

議
卦
縮
蔵
官

(喝}

hr
剛

蜘

(
揖
)

薗
漫
画
番

(
事
)

hr陣
頭
葉

(
事
)

F 

自

自

N 

H 。

】。

話

苑

マ
ル
ク
ス
申
絶
劃
地
代
に
就
て

山
帥
跡
甚
方

(
事
)

翠
戸
草

4
0

(
噂
}

。

闘。
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1i!t 

苑

一O
四
六

マ
ル
ク
ス
白
絶
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
焼

一O
凹
)

回

目

~件>J wf::: 

台

~I'l t;;同

'" M 

自

H 

O 

同。

t古

回。

自

H 
H 

、也
国

百

同

N 。

同
同

O

百

円。

三事

凶

8' 

百

B 

u 
~ o 

"，・。

色

や

B 

現
耕
最
劣
等
ー
が
市
場
慣
値
を
支
配
す
百
ご
す
れ
ば
、
ー
に
於
て
は
市
場
慣
値
は
偶
別
償
値
に
一
致
す
る
。
而

し
て
生
産
煩
格
(
二

O
)
は
農
業
資
本
の
相
針
的
低
位
な
る
組
成
の
た
め
伺
別
債
値
(
一
二

O
)
よ
り
低
い
故
に
、

経
費
地
代
(
一

O
)を
生
十
る
o

H
及
び
凹
に
於

τは
市
場
慣
値
(
夫
々
二
二

O
及
び
一
五

O
)
は
倒
別
償
値
(
一
二

O
)
を
魅
ゆ
る
c

此
の
雨
者
の
差
額
が
差
盆
地
代
(
日
及
び
凹
に
於
て
は
夫
々
一

O
及
び
三

O
)を
な
す
に
外
な
ら

な
い
。
生
産
岡
田
格
を
越
ゆ
る
各
仰
の
市
場
債
値
の
超
過
ご

L
て
の
総
地
代
は
、
絶
封
地
代
己
差
盆
地
代
ご
の
和
よ

7

F

ク
ス
に
よ
れ
ば
地
代
会
式
は

hyhれ
ゆ
る
。

何
日
〉

?:l 
11 

冨

巧

可 H

'ガ
〉

で】

21 。ョ0)ゐ一
幹毛

市

噌

N
)

ロ-
H
H
-
H
戸
名
・
l
H
・ヨ

M
)

の

H
F
+
口
問

夏
に

7

p

p
ス
は
穀
物
の
供
給
方
面
の
後
動
に
件
ひ
、
絶
野
地
代
並
に
差
盆
地
代
額
が
如
何
に
影
響
せ
ら
る
る

か
を
詳
細
に
研
究
し
て
ゐ
る
。
此
の
際
特
に
注
意
す
べ
き
は
最
劣
等
地
に
於
け
る
絡
封
地
代
敏
が
、
生
産
償
格
脅

越
ゆ
る
償
値
の
超
過
額
以
下
に
祇
下
L
得
る
場
合
で
あ
る
o
今
小
姿
の
供
給
は
、
一

O
Oの
投
下
資
本
を
以
て
九

二
噸
宇
の
小
変
を
産
出
し
得
る
第
四
階
級
の
土
地
が
新
に
耕
作
せ
ら
る
、
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
h
増
加
し
た
ご
す

る
。
マ
恥
F

F

A

は
か
、
る
仮
定
を
常
然
許
し
得
べ
き
も
の
ご
し
、
鈴
剰
贋
値
皐
読
史
に
於
て
屡
々
、

y
カ
ア
ド
が

恰
も
常
仁
耕
作
の
披
張
は
優
等
地
よ
り
漸
夜
劣
等
地
へ
ご
行
は
晶
、
も
の
E
暇
定
せ
る
は
誤
謬
な
る
こ
ご
を
指
摘

マ
戸
ク
旦
仁
よ
れ
ば
耕
作
の
蹟
張
は
劣
等
地
よ
b
優
等
地
ヘ
進
む
場
合
正
、
優
等
地
よ
h
劣
等
地
へ

L
て
ゐ
る
。

nu 
個る
値
け
債
於
場
に
市
地
き
等
L
害
等
最
に
代

瑚
棚
酬

は

は
W

孔

M

G

 

Q
J
 
4
 

・L

代
値
値
代

E
地
慎
借
地

O
到
別
産
盆

a
絶
倒
生
長

払
は
は
仕
は

町

R
W
R
R

M
九
L
n
L
a

30) 
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進
h
u
場
合
、
即
ち
耕
作
地
践
張
の
上
田
訓
仙
紙
記
下
降
線
(
色
。

E
P同
E
問
自
号
己
え
色
。
与
m昨
日
間

E
宏
ロ
巳
め
)
ご
は
相
交

叉
す
る
も
の
ご
考
ヘ

τゐ
る
ω
今
や
第
四
階
級
の
土
地
の
耕
作
に
よ
っ
て
、
小
市
賓
の
総
供
給
量
は
以
前
の
二

0
0

噸
か
ら
二
九
二
・
五
唱
に
増
加
し
た
。
此

ω増
加
せ
る
供
給
量
を
全
部
市
場
に
て
販
責
し
謹
す
た
め
に
は
、
最
早

や
以
前
の
如
(
一
噸
蛍
り
二
時
四
の
債
格
を
要
求
す
る
を
得
十
・
従

τ
一
噸
常

h
の
市
慣
が
一
磁
二
二
分
の
一

却

下
落
し
た
ご
す
れ
ば
.
次
の
表
が
現
は
れ
る
。

川
庁
甚
軍
曹

白昼、田

g
B

宣
逗
画
時

(
梯
)

出
師
酌
附
荏
詩

(
事
)

謡
戸
荏
4
0

(
事
)

岡

O
H
U
 

ー
盛
時

q
B

冊
持
直
誤

(お』
岡山

H
M円HU
 

Mth 

阿
国HNr 

M
1
 

世
脚
内
吋
苛
範
由
皿
薗

(
噂
)=。川崎目U
謹
〕
昌
一
耳

AE

(
聡
)

除

mm
帥

(
轟
)

h

片
岡
昌
事

(
喝
)

議
時
甚
方

(
事
)問。

同

U

8' 

H
N

。

" 

同。

。

H 
H 

対1=凶 [wCI::: 

M 。

0， 
凶

N 

O 

E 

回。

。

H 。

、守
υ、

ムム。

H

∞同

官
叫

刷
。
一
山

N

U

4

u

o

山

町

甲

山

此
の
場
令
に
於
て
最
劣
等
地
I
仁
於
け
る
絶
劃
地
代
は
阿
古
り
勝
仁
減
少
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
資
本
家
が

優
等
地
の
競
守
の
た
め
、
生
産
物
を
煩
値
以
下
に
て
販
責
せ
古
る
を
得
な
い
常
然
的
結
果
ご
し
て
起
る
も
の
で
あ

る
。
然
る
に
此
の
煩
倍
以
下
で
生
産
物
を
販
資
す
る
こ
ご
は
資
本
家
の
取
得
す
べ
き
利
潤
仁
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
o
何
ご
な
れ
ば
彼
は
常
に
一

O
円

ρ
1
セ
ジ
ト
の
平
均
利
潤
を
要
求

L
、
若
し
此

ω刺
潤
を
取
得
L
得
な
い
場
合
に

は
、
彼
は
農
業
か

ι投
下
資
本
を
回
牧
す
る
か
ら
で
あ
る
o
反
之
地
主
は
絡
雪
地
代
の
可
能
的
金
額
(
一

O
磁
石
J
可

E 

H 

Q 

E lAah 

刷。

同

〈

智

問。

同。

E事

普

iiI': 

一o
r
n
}
}
O
四
七

セマ
A

ク
ス
の
絶
封
地
問
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
宍
腕

苑
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設

施

(
第
六
悌
一

O
大
)
一

O
四
八

.
マ
ル
ク
ス
の
絡
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
賞
す
る
同
一
η
磁
を
以
て
満
足
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
従
て
上
述
の
地
代
会
式
同
)
〉

岡
山

-

H
戸
当
l
H
宅
は
最
劣
等
地
(
I
)
に
閲
し
て
は
、
何
れ
も
、
此
の
場
合
其
の
効
力
を
失
ム
に

】

N

H

H
・
4
弓・

l
司

】

ι

叫)ロ

至
る
も
の
で
あ
る
o

比
の
一
公
式
に
従
ふ
な
ら
ば
、
今
や
最
劣
等
地
(
I
)
の
差
盆
地
代
は
、
此
の
地
代
概
念
に
矛
盾

す
る
負
数
正
な
る
で
あ
ら
う
U

伎
に
マ
ル
ク
ス
は
若
し
も
ヨ
・
巧
八
阿
君
・
な
れ
ば
、
口
問
-
H
0・
で
あ

h
、〉・

同
-
H
冨
・
当
l
H
V
司
な
り
ご

L
て
ゐ
る
。
併
し
此
の
市
場
慣
値
芝
生
産
債
格
Z
の
差
額
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の

正
常
的
妹
態
に
於
て
は
、
零
に
な
り
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
o

従
て
若

L
も
あ
る
事
情
の
下
に
於
て
、
市
場
慣
備
が
向

I

一
向
勝
ド
い
け
下
落
し
、
的
も
最
劣
等
地

(
T
)
の
伺
別
的
生
産
債
格
(
，
J
6
跨
)
以
下
に
低
下
す
る
も
、
小
作
農
業
者

は
無
僚
件
に
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
平
均
利
潤
を
取
得
せ
ん
こ

F
T要
求
し
、
叉
地
主
は
無
償
に
て
其
の
土
地
を
賃

貸
せ

Y
る
を
以
て
、
此

ω相
聞
の
土
地
は
生
産
を
中
止
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
c

か
〈
て
此
の
場
合
に
は
‘
プ
!
?

ェ
ー
が
既
に
言
っ
た
如
〈
、
莫
大
な
る
土
地
が
、
地
代
を
生
す
る
や
う
な
綬
潜
的
事
情
が
畑
地
る
ま
で
、
耕
松
岡
外

に
置
か
る
、
.
』
ご
、
な
る
の
で
あ
る
叩

絶
封
地
代
額
は
本
来
債
低
ご
生
産
債
格
さ
の
差
の
全
額
に
等
し
か
づ
た
も
の
が
、
共
の
後
市
場
の
援
勤
に
件

ふ
て
、
此
の
差
額
以
下
に
縮
少
す
る
ご
一
五
ム
こ
ご
は
‘
唯
一
の
可
能
な
る
場
令
で
は
な
〈
、
寧
ろ
新
に
耕
作
せ
ら
る

、
土
地
は
市
場
債
格
の
標
準
仁
従
ふ
て
、
最
初
か
ら
右
の
差
額
以
下
の
絡
調
地
代
を
後
生
す
る
こ

Z
も
亦
可
能
で

あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
本
来
土
地
所
有
な
る
も
の
は
土
地
を
賃
貸
す
る
こ
さ
な
〈

L
f
は
、
何
物
を
も
資
苦
手
、
従

て
経
済
上
無
償
値
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
前
じ
於
り
る
阪
耕
地
に
比
し
て
沃
度
低
当
土
地
を
市
場
に
粛
す
た
品
川

に
は
、
市
場
債
格
が
此
の
土
地
が
生
中
る
個
別
的
生
産
国
間
格
を
些
か
で
も
超
過
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
か
ら
で
ゐ
品
。
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要
す
る
に
第
一
形
態

ω差
額
地
代
Z
絶
費
地
代
ご
の
考
察
よ
り

L
て
、
次

ω結
論
に
遣
し
得
る
で
ゐ
ら
う
。
印
ち

各
穂
の
土
地
に
沃
度
の
差
異
が
あ
る
場
合
に
於
て
は
、
絶
野
地
代
が
全
部
支
抑
は
る
、
か
、
一
部
分
支
梯
は
る
、

か
は
云
は

v
事
質
問
題
で
ゐ
る
さ
の
結
論
之
で
ゐ
る
。
叉
マ
ケ
ク
ス
が
絶
封
地
代
は
慣
佐
ご
生
産
周
間
格
ご
の
差
り

全
部
に
等
し
い
か
、
又
は
大
な
り
小
な
ら
英
差
の
一
明
品
川

ω
み
に
等
L
い
か
は
・
争
一
〈
需
要
供
給
の
加
何
ピ
、
新

帽

に
開
墾
さ
る
べ
き
地
域

ω大
小
E
に
よ
る
も
の
で
あ
る
ご
、
云
へ
る
は
同
一
の
事
情
を
物
語
れ
る
も
山
で
あ
る
。

ロ

第
二
形
態
の
差
盆
地
代
さ
絶
封
地
代
己
に
開
Lτ
マ
F

ク
ス
の
免
せ
る
翻
察
は
、
最
後
に
士
地
に
投
静
ら
れ
た

る
資
本
は
去
も
地
代
を
生
唾
な
い
さ
の
?
カ
ア
ド
の
見
解
か
ら
出
費
せ
る
も
の
で
あ
る
o

リ
カ
ア
ド
に
在
て
は
最

後
の
投
下
資
本
は
卒
均
利
潤
を
輿
ふ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
っ
て
、
老
も
地
代
を
生
廿
な
い
間
別
で
あ
る
の

7

ル

ク
ス
に
在

τは
資
本
投
下
に
劃
す
る
土
地
所
有
の
障
壁
を
認
む
る
た
め
、
最
劣
等
地
に
地
代
を
生
中
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
が
柏
崎
め
に
最
後
に
土
地
に
投
壱
ら
る
、
資
本
は
、
常
に
卒
均
利
潤
以
上
の
徐
剰
刺
潤
を
生
宇
る
こ

芭
に
は
な
ら
な
い
九
蓋
し
土
地
所
有
は
新
な
る
土
地
耕
作
に
劃
す
る
陣
笠
宮
己
な
る
も
の
で
あ
る
が
・
一
日
一
土
地
が

賃
貸
せ
ら
品
、
や
否
や
、
最
早
や
土
地
所
有
は
資
本
投
下
に
劃
す
る
障
壁
ご
し
て
働
か
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。
即
ち

小
作
農
業
者
が
賃
借
せ
る
土
地
に
於
て
は
、
彼
却
も
資
本
家
が
小
作
契
約
に
よ
っ
て
事
賃
上
の
地
主
た
る
期
間
中

明
刊

は
、
濁
立
的
反
抗
要
素
ご
し
て
の
土
地
所
布
は
存
せ
な
い
の
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
資
本
の
投
下
部
面
Z
し
て
土

地
を
一
般
に
使
用
す
ぺ
き
許
可
を
得
る
に
は
地
主
に
貢
税
を
納
付
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
限
度
に
於
て
・
土
地
所
有
は
経

費
的
障
壁
ピ
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
此
の
許
可
が
一
旦
奥
へ
ら
れ
た
践
に
は
、
地
主
は
其
の
土
地
に
於

説

苑

一O
四
九

マ
ル
ク
ス
の
組
劃
地
代
に
就
て

第
二
十
巷

(
葬
式
粧
一

C
七
)
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一O
E
C

け
る
投
下
資
本
の
量
的
範
固
に
就
て
、
最
早
や
何
等
の
絶
針
的
降
壁
を
置
t
こ
ご
を
得
な
い
。
従
て
奮
来
の
小
作

地
に
於
け
る
遁
加
的
資
本
に
は
卒
均
利
潤
3
へ
奥
へ
ら
る
、
な
ら
ば
充
分

t
ゐ
る
。
併
し
最
後
に
役
下
せ
ら
れ

た
る
資
本
が
去
も
地
代
を
生
守
な
い
芯
の
事
賞
は
、
最
劣
等
地
に
絶
割
地
代
が
生
や
る
や
否
や
ご
は
浸
交
渉
で
あ

る。

詑

マ
ル
ク
ス
の
鞄
封
地
時
に
就
て

第
二
+
径

(
事
大
概
一

O
λ
)

苑

先
づ
第
一
に
凡
て
の
土
地
が
未
ピ
占
有
せ
ら
れ
争
、
何
人
も
白
由
に
占
有
し
得
る
場
合
に
於

τは
最
劣
等
地
が

去
も
地
代
を
生
ゃ
な
い
ピ
の
勤
に
就
て
は
、

7
w
ク
ス
及
び
9
カ
ア
ド
の
見
解
が
一
致
せ
る
所
で
ゐ
る
o

次
に
凡

て
の
土
地
が
割
私
有
し
議
さ
れ
た
る
紋
態
の
下
に
於
て
は
‘
9
カ
ア
ド
に
よ
れ
ば
最
劣
等
地
は
地
代
を
生
じ
得
る

可
能
性
を
有
す
る
も
、
然

L
必
然
的
に
地
代
を
生
や
る
も
の
で
は
な
い
o

此
の
最
劣
等
地
が
地
代
を
生
中
る
た
め

に
は
、
此
川
り
最
劣
等
地
に
投
壱
ら
る
、
資
本
の
生
産
力
が
、
銑
耕
優
等
地
に
於
け
る
最
絡
投
下
資
本
の
夫
に
比
し

て
、
よ
h
大
で
な
げ
れ
ば
な
ら
同
。
従
て
ソ
カ
ア
ド
に
よ
れ
ば
最
劣
等
地

r
生
中
る
地
代
は
依
然
差
盆
地
代
で
ゐ

っ
て
、
農
産
物
の
積
格
巾
に
入
込
ま
な
い
ー
も
の
で
あ
る
o

新
〈
の
如
〈
?
ル
ク
ス
は
リ
カ
ア

γ
同
様
、
最
終
投
下

資
本
は
宰
も
地
代
を
生
唾
な
い
こ
ご
を
認
む
る
に
拘
ら
示
、
マ
ル
ク
ー
は
最
劣
等
地
に
生
宇
る
地
代
は
差
徳
地
代

で
は
な
〈
‘
農
産
物
の
市
場
問
問
絡
を
高
む
る
も
の
で
あ
る
ご
主
張
す
る
。

7

戸
ク
ス
は
如
何
に
之
を
設
明
す
る
か

を
少
し
(
立
入
っ
て
論
守
る
で
ゐ
ら
う
o

前同述

ω如
〈
土
地
は
一
度
賃
貸
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
土
地
所
有
は
資
本

投
下
に
謝
す
る
障
壁
ご
し
て
作
用
せ
な
く
な
る
を
以
て
、
か
、
る
土
地
に
於
て
は
卒
均
利
潤
以
外
に
去
も
地
代
を

生
母
ざ
る
投
下
資
本
が
存
し
得
る
筈

rか
ら
、
英
の
資
本
は
最
劣
等
地
に
於

τ地
代
(
絶
費
地
代
)
を
生
や
る
資
本

仁
比
す
れ
ば
、
、
英
の
生
産
力
に
於
て
劣
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
一
見
.
最
劣
等
に
生
守
る
地
代
は
差
盆
地
代
の
如
〈
考

Marx， Das K.apital 111 2. S. 29.8. 
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人 J¥

々ら
のる
謀、
れで
るあ
遁 ι
僻う
1" 。
る併
もし
のか
で〈
あ解
るす
0"-2)る

t 
t主

マ
声
ク

λ

に
よ
れ
ば
絶
封
地
代
の
存
在
を
否
認
せ
ん
ご
す
る

マ
声
ク

λ

に
依
れ
ば
、
土
地
所
有
の
障
壁
が
ゐ
る
た
め
、
農
魔
物
の
債
格
は
生
産
債
格
以
上
に
騰
貴
し
得
る
も

の
で
あ
っ
て
、
若

L
土
地
所
有
の
障
壁
が
な
け
れ
ば
、
農
産
物
は
他
の
工
業
日
間
ご
同
段
、
生
産
困
問
絡
で
寅
ら
れ
る

こ
正
に
な
る
で
ゐ
ら
う
o

従

τ蕎
訓
ゅ
の
小
作
地
に
於
り
る
投
下
資
本
は
、
事
も
地
代
が
生
じ
な
く
な
る
迄
累
ね
て

投
下
せ
ら
る
、
ご
し
て
も
、
農
産
物

ω債
格
が
土
地
所
有
の
障
壁

ωわ
い
め
生
産
債
格
以
上
に
騰
貴
す
る
場
合
の
如

き
程
度
ま
で
至
ら
中
し
て
止
ん
ピ
で
あ
ら
う
。
今
少
し
〈
詳
細
に
此
の
駄
を
考
察
せ
ん
に
、
新
な
る
土
地
は
地
代

要
求
の
障
壁
に
よ
り
、
卒
均
利
潤
以
外
に
街
地
代
を
も
奥
ふ
る
に
あ
ら

F
れ
ば
耕
作
せ
ら
れ
な
い
か
ら
、
失
の
場

合
の
何
れ
か
一
方
が
生
守
る
で
あ
ら
う
o

第
一
の
場
合
は
護
家
の
小
作
地
に
於
け
る
最
終
投
資
ご
離
も
、
平
均
利

潤
以
上
に
品
川
徐
剰
刺
潤
を
生
す
る
程
度
に
市
場
債
格
が
騰
貴
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

新
の
如
〈
市
場
債
格

が
騰
貴

L
て
揖
由
来
の
小
作
地
の
最
終
投
資
に
も
依
剰
利
潤
を
生
子
る
の
は
、
最
劣
等
地
が
地
代
を
生
ゃ
な
け
れ
ば

耕
作
せ
ら
れ
な
い
芭
一
五
ふ
事
情
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
若
し
最
劣
等
地
が
、
生
産
債
格
が
奥
へ
ら
れ
庭
も
に
耕
作

せ
ら
る
、
も
の
吉
仮
定
す
れ
ば
、
奮
寸
却
の
小
作
地
に
於
け
る
最
柊
投
資
に
も
倹
剰
利
潤
を
生
十
る
程
度
に
農
産
物

の
市
須
は
騰
貴
せ
守
に
終
っ
た
筈
で
あ
る
o

第
二
の
場
合
は
、
奮
家
の
小
作
地
に
於
り
る
最
終
投
資
は
卒
均
利
潤

を
生
守
る
の
み
で
あ
る
が
、
然
し
最
劣
地
の
耕
作
を
可
能
な
ら
し
め
地
代
を
生
壱
し
む
る
に
充
分
な
る
程
度
ま
で

市
場
町
制
格
が
帥
防
止
貝
せ
る
場
合
で
あ
る
。
此
め
場
令
奮
来
の
小
作
地
に
於
T
卒
均
利
潤
を
生
十
る
に
過
ぎ
な
い
u

最
柊

投
資
は
、
貝
取
劣
等
地
が
地
代
を
支
梯
は
れ
な
い
限
り
耕
作
せ
ら
れ
な
い
ご
の
世
帯
買
に
よ
っ
て
の
み
行
は
れ
る
の
で

設

夢E

第
二
十
巻

(
第
六
銃
一

C
九
)
一

C
五

マ
ル
ク
ス
の
絶
勤
地
代
に
就
て

M凡rx，Das Kapital 111 2. S. 285・42) 



詑

苑

マ
ル
ク
ス
山
絶
封
地
代
に
就
て

第
二
十
番

(
第
六
競

。

O 
E 

め
る
。
若
し
最
劣
等
地
が
卒
均
利
潤
を
奥
ふ
る
程
度
に
市
場
債
格
が
騰
貴
し
て
既
に
耕
作
せ
ら
れ
し
も
の
ざ
す
れ

ば
.
奮
来
の
小
作
地
に
於
け
る
右
の
卒
均
利
潤
の
み
を
生
宇
る
に
過
ぎ
な
い
最
終
喰
資
は
、
此
の
場
人
骨
卒
均
利
潤

を
も
生
性

F
る
二
ご
、
な
り
、
此
の
最
終
投
資
は
行
は
れ
十
に
終
っ
た
筈
で
あ
る
o

要
す
る
に
何
れ
の
場
合
に
於

て
も
最
劣
等
地
が
地
代
を
支
梯
ふ
こ
子
乞
要
せ
す
し
て
耕
作
せ
ら
る
、
ご
す
れ
ば
・
農
産
物
の
市
場
横
格
は
一
段

の
下
落
を
見
る
に
至
る
で
あ
ら
う
o

き
れ
ば
最
劣
等
弛
が
生
守
る
地
代
が
、
農
産
物
の
市
場
開
慣
格
を
騰
貴
せ

L
む

“
 

る
貼
に
絡
封
地
代
の
特
徴
が
現
は
る
、
も
の
で
あ
る
。

右
逃
ぷ
る
が
如
〈
マ
ル
ク
λ

の
絶
品
割
地
代
が
第
二
形
態
の
差
袋
地
代
ご
並
存
し
得
る
こ

Z
は
、
充
分
明
ら
か
で

あ
る
に
拘
ら
中
、
之
を
否
認
サ
ん
古
す
る
論
者
が
ゐ
る
o

例
へ
ば
ポ
F

ト
ケ
ヲ
ヰ
ツ
チ
の
主
張
す
る
所
に
よ
れ
ば
、

一
因

ω
土
地
が
完
全
に
所
有
せ
ら
れ
仕
る
紋
践
り
下
に
於
け
る
ヲ
カ
ア
ド
の
地
代
に
閲
す
る
見
解
吉
、

7

U

F

ク
ス

の
見
解
さ
は
会
〈
矛
盾
す
る
や
う
に
思
は
る
、
が
、
詳
細
に
此

ω勅
を
研
究
す
る
に
及
ん
で
両
者

ω見
解
が
殆
ん

ど
異
な
ら

F
る
を
知
る
で
あ
ら
う
o

リ
カ
ア
ド
に
よ
れ
ば
新
な
る
土
地
に
資
本
が
投
下
L
得
る
か
否
か
は
、
誇
資

本
が
筈
車
市

ω
阪
耕
地
に
於
り
る
最
終
資
本
正
厳
守
し
得
る
か
否
か
の
事
情
に
基
〈
も
的
で
ゐ
る
o

例
へ
ば
駕
来

ω

小
作
地
に
於
け
る
披
終
的
投
下
資
本
は
一
五

ρ
1
セ
ン
ト
の
利
潤
を
生
ず
る
も
の
ど

L
.
工
業
資
本
ー
も
凡

τ同

率
の
利
潤
が
生
中
る
も
の
ご
寸
品
。
而
し
て
新
仁
耕
作
き
る
ア
き
土
地
に
於
け
る
投
下
資
本
は
、
よ
ら
向
い
刺
潤

例
へ
ば
一
五
、
一
バ

1
セ
ン
ト
を
生
中
る
も
の
ご
仮
定
す
る
。
然
ら
ば
此
の
新
な
る
土
地
'v
賃
借
す
る
も
の
は
、

地
主
に
地
代
を
支
那
ひ
得
る
立
場
に
あ
る
。
此
り
新
に
耕
作
せ
ら
る
、
土
地
に
H
M
低
限
度
毎
ヘ
ク
タ

1
F
に
二

0

0
0馬
克
り
資
本
が
投
や
ら
れ
、
一
五
、
一

ρ
1
セ
ン
ト
の
利
潤
を
得
る
ご
[
、
其
れ
以
上

ω投
下
資
本
は
最
早

や
一
五
バ

1
セ
y
ト
以
上
の
利
潤
を
生
世
な
じ
ご
す
れ
ば
、
此

ω場
合
明
ら
か
に
地
代
は
毎
ヘ
ク
タ

1
ぺ
一
一
均

克
以
上
に
は
上
ち
得
な
い
ー
で
あ
ら
う
。
同
防
に
新
に
耕
作
せ
ら
る
、
土
地
仁
、
か
〈
決
定
せ
ら
れ
た
る
州
代
が
永

Mar:-;-， Das J~これ.pit :tl
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績
的
に
生
A
Y
る
た
め
に
は
、
阪
耕
地
の
最
終
投
資
並
に
工
業
資
本
が
一
五
メ

1
セ
ン
ト
以
上
の
利
潤
を
生
守
な
い

こ
ご
を
必
要
僚
件
ご
す
る
o

新
〈
て
毎
へ
ク
タ

l
p
、
ニ
馬
克
山
地
代
は
差
盆
地
代
正
し
て
現
は
る
、
で
あ
ら

う。

7

M

F

ク
ス
は
此
の
結
論
を
見
れ
ん
が
た
め
に
、
此
の
新
に
耕
作
き
る
べ
き
土
地
よ
り
生
宇
る
地
代
は
、
単
に

形
式
的
に
は
所
論
差
錨
地
代
で
は
ゐ
る
が
、
併
l
農
産
物
り
市
場
債
格
中
に
入
込
ひ
が
故
に
、
差
盆
地
代
に
あ
ら

宇
己
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
的
際
7

F

F

1

が
眼
中
に
置
い
た
事
情
'T
稲
詳
細
に
考
察
可
る
な
ら
ば

突
の
事
質
を
後
見
す
る
で
め
ら
う
。
若

L
符
々
異
な
る
生
産
力

ω土
地
、
並
仁
逐
次
的
投
下
資
本
が
蓮
紺
的
山
り
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
メ
が
主
張
す
る
如
〈
、
耕
作
さ
る
べ
き
系
列
中
に
あ
る
土
地

ω
使
用
に
針
し
、
地
代

が
要
求
せ
ら
毛
、
正
の
事
情
は
、
よ
り
優
等
地
に
於
じ
最
終
投
資
を
興
ふ
る
や
う
刺
戟
す
る
で
あ
ら
う
。
然

L
之

は
要
求
せ
ら
、
地
代
が
禁
止
的
地
代
の
性
質
・
卸
も
鴬
該
土
地
が
耕
作
せ
る
、
ふ
ご
を
妨
「
る
限
り
に
於
て
の
み

嘗
阪
ま
る
所
で
ゐ
る
。
由
之
、
此
の
要
求
せ
ら
る
、
地
代
は
農
産
物
の
債
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
が
、
此

の
地
代
を
以
て
そ
の
債
格
の
一
要
素
古
着
倣
す
は
正
嘗
で
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
此
の
要
求
せ
ら
れ
た
る
が
、
然

し
貫
際
に
は
支
梯
は
れ
ざ
る
地
代
を
考
量
し
て
、
此
の
額
だ
け
、
地
代
要
求
が
搬
棄
せ
巴
れ
た
る
場
合
よ
り
も
、

高
ま
る
さ
は
云
は
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
地
主
の
地
代
要
求
に

L
て
、
首
該
土
地
の
耕
作
を
妨
ぐ
る
に
充
分

で
き
へ
あ
る
な
ら
ば
、
此
の
地
代
要
求
の
高
い
Y

か
低
い
γ

か
は
全
く
関
係
な
い
所
で
あ
る
。
新
〈
て
地
主
は
皐
に
法

外
の
地
代
要
求
に
よ
っ
て
、
比
較
的
豊
債
な
ら
古
る
土
地
を
耕
作
闘
外
に
置
き
、
之
に
よ
っ
て
農
産
物
の
債
格
を

高
む
る
に
過
ぎ
ぎ
る
も
の
で
ゐ
る
。
併
し
拡
に
注
意
す
べ
き
は
、
地
主
が
忍
意
か
ら
一
定
の
市
況
に
遁
隠
せ

F
る

法
外
な
る
地
代
要
求
を
錯
す
ご
い
ム
事
は
賞
際
に
考
へ
も
れ

F
る
所
で
あ
る
。
か
、
る
地
代
要
求
は
寧
ろ
地
主
自

身
の
利
盆
に
反
す
る
で
あ
ら
う
。
従
て
上
通
の
数
字
を
用
ゆ
れ
ば
、
地
主
は
事
も
地
代
を
取
得
せ
な
い
よ
り
も
寧

ろ
毎
へ

F
タ
1

ぺ
二
馬
克
の
地
代
を
選
ぶ
で
ゐ
ら
う
。
従
て
新
に
耕
作
さ
る
べ
き
土
地
に
劃
し
て
は
、
阪
耕
地

に
於
け
る
最
柊
投
下
資
本

ω
生
産
カ
吉
、
新
に
耕
作
さ
る
べ
き
土
地
に
投
壱
ら
る
、
資
本
の
生
産
力
芭
の
差
異
に

設

宛

マ
ル
ク
ス
白
組
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
親
一
一
一
)
一
O
E



説

マ
ル
ク
ス
府
組
封
地
代
に
拡
て

第
二
十
巻

弗

(
第
六
抗

一
一
二

)
-
o五
回

よ
っ
て
健
件
づ
げ
ら
る
、
以
上
の
地
代
を
、
決
し
て
要
求
し
得
ぎ
る
に
至
る
で
ゐ
ら
う
。
従
て
マ

U
F
F
ス
の
主
張

せ
る
絡
抽
出
地
代
は

p
カ
ア
ド
の
差
盆
地
代
に
蹄
す
る
も
の
で
あ
.
る
ご
。

乍
併
此
の
ポ
市
川
ト
ゲ
ク
キ
ヅ
チ
の
主
張
は
、
マ

Y

ク
ス
が
阪
に
指
摘
せ
る
勃
を
無
視
し

τゐ
る
。
リ
カ
ア

rは

資
本
投
下
に
劃
す
る
土
地
所
有
の
障
壁
を
認
め
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
炉
ら
、
血
凪
庵
物
の
師
間
格
が
生
産
債
格
を
償
へ

ば
新
な
る
上
地
は
耕
作
せ
ら
る
、
の
で
あ
っ
て
、
此
の
新
耕
地
が
支
梯
ふ
地
代
額
は
、
此
の
土
地
の
投
下
資
本
の

生
産
力
ご
、
阪
耕
地
の
最
終
投
資
の
生
産
カ
さ
の
差
に
基
〈
の
で
あ
る
か
ら
、
F

此

ω地
代
は
依
然
差
盆
地
代
で
あ

る
o

然
る
仁
7

ル
ク
ス
に
於
て
は
資
本
投
下
に
謝
す
る
土
地
所
有
の
降
壁
を
認
む
る
結
果
、
新
な
る
土
地
が
耕
作

せ
ら
れ
ん
が
た
め
に
は
、
農
産
物
の
贋
格
は
平
均
利
潤
以
外
に
地
代
た
る
べ
き
俄
剰
刺
潤
を
奥
へ
な
〈
て
は
な
ら

な
い
o

上
掲
の
数
例
に
よ
h
J
平
均
利
潤
を
一
五
パ

1
セ
V

ト
Z
す
れ
ば
、
新
な
乙
士
地
が
耕
萩
せ
ら
れ
ん
が
た
め

に
は
少
〈
正
も
一
五
ハ

1
セ
Y
F
以
上
の
利
潤
が
生
守
な
〈
て
は
な
ら
な
い
o
A
1
一
五
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
潤

が
生
也
た
場
合
始
め

τ耕
作
せ
ら
る
、
古
す
れ
ば
、
-
毛

Y
グ
ン
嘗
h
二
馬
克
は
絶
勤
地
代
ご
な
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
銑
耕
地
の
最
絡
投
資
は
従
前
は
卒
均
利
潤
た
る
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
生
中
る
に
過
ぎ
な
か
っ
柁
が
、
今
や

農
産
物
が
生
滞
債
格
以
上
に
騰
貴
せ
る
結
果
、
中
均
利
潤
を
越
ゆ
る
一
五
、
一
バ

1
セ
y

ト
の
利
潤
を
生
中
る
仁

至

h
、
一
見
仁
平
均
刺
潤
を
奥
ふ
る
に
過
ぎ
京
る
に
至
る
迄
、
真
に
迫
加
的
資
本
が
阪
耕
地
に
投
守
ら
る
、
に
至
る

で
あ
ら
う
。
か
〈
て
一
見

y
カ
ア
ド
の
所
設
ご
一
致
す
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
阪
耕
地
に
於
て
卒
均
利

潤
を
興
ふ
る
の
み
の
遣
加
投
資
が
行
は
る
、
は
、
新
な
る
土
地
は
卒
均
利
潤
以
上
の
地
代
た
る
伶
剰
刺
潤
が
奥
へ

ら
れ

τ始
め
て
耕
転
せ
ら
る
、
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
地
主
に

L
て
地
代
を
要
求
せ
や
し
て
新
な
る

土
地
の
耕
作
を
許
し
た
ご
す
る
な
ら
ば
、
阪
耕
地
に
於
て
卒
均
利
潤
を
奥
ふ
る
に
過
ぎ
な
い
追
加
投
資
は
行
は
れ

す
に
終
っ
た
筈
で
あ
る
。
ポ
P

ト
ケ
ク
キ
ツ
チ
は
此
の
場
合
を
考
量
し
て
ゐ
な
い
。
従
τ

7

F

ク
ス
の
主
張
の

E

蛍
な
る
を
認
め
ぎ
る
を
符
な

ν。
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